
今夏（2020年8～9月）Gutsに参画し、採用力強化と組織活性化
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令和２年春期

特定非営利活動法人沖縄人財クラスタ研究会

県内インターンシップ

https://guts-okinawa.jp/

エスエフシー・Message・琉球インタラクティブ



少ない積極層に対する

採用競争に拍車がかかる

積極層が増加してくことで

県全体の採用・育成レベルがアップ

学生に積極的に関わり、県全体の底上げに参画する
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はじめの一歩を踏み出した学生に対して

様々な業種・業界に属する企業や

大人たちが積極的に関わることで

学生の可能性を引き出していく。
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積極層（小さい）と
一般・消極層（大きい）の
二極化が進んでいる。

きっかけさえあれば
成長できる学生を支援し
積極層を増やしていく。

積
極
層

県全体の底上げ

積極層の増加

県内
企業

消
極
層

一
般
・

©  特定非営利活動法人沖縄人財クラスタ研究会



03

インターンシップを組織活性化や人材育成の仕組みとして活用する
参画
効果

入社３年目社員が、新卒のメンター役となる制度がある。
社Ａ

２年目社員が、Gutsの受入担当になり、メンター制度の準備。

社員が 「どのような思い」 で働いているか？を知りたい。
社Ｂ

実習期間中に、毎日３名ずつGuts生が社員インタビュー。

女性社員の採用を強化したい。働く環境を改善していきたい。
社Ｃ

Guts生にプロジェクト。実習最終日に、Guts生より改善提案。

新卒採用を強化したい。学生が感じる自社の魅力を発見したい。
社Ｄ

学生が書く日報で、良く出てくるワードをピックアップしＰＲ。

実習翌日の朝に、学生から提出される手書きの日報。企業に多くの 「気づき」 が生まれる。

学生の手書きの日報
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派遣する学生は大学１～２年生、専門・短大１年生が中心です。



こんな思いをもった沖縄の学生が参加しています
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自分も友達のように成長したい

新たな仲間との出会いが欲しい

明るい未来を自分でつかみたい

人が成長する仕組みを知りたい

社会に対する不安を解消したい

大学生活をもっと充実させたい

自身の可能性をさらに広げたい

人前でも自信を持って話したい

世の中の仕事について知りたい

早目に就職活動の準備をしたい
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✓

✓
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そんなあなたは！是非、Ｇｕｔ’ インターンシップへｓ
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事前研修を徹底し、学生の意識を高めて企業実習へ
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Guts を修了した学生におけるインターンシップ参加前と参加半年後のコンピテンシーを比較。
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参考資料：Ｇｕｔｓ参加半年後のコンピテンシー（≒実践的行動力）

統率力、感情制御力、自信創出力を中心に
全てのコンピテンシーが上昇。夢の可能性が広がる。

©  特定非営利活動法人沖縄人財クラスタ研究会



当事業の目的にもある中小企業や仕事に対する理解促進（イメージアップ）に効果を示しただけではなく、

２位の 「自信の獲得(成長実感および成長予感)」 、４位の 「アルバイトに対する取り組み姿勢の改善」 、

５位の 「講義に対する取り組み姿勢の改善」 など、「Gut’s」が、学生生活全般にわたって良い影響をもたらしている。

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

苦手科目・興味のなかった科目の履修 （6.5％）

県外・長期インターンシップへの参加 （16.2%）

海外インターンシップ・海外留学 （16.8%）

資格取得や検定試験への挑戦 （22.7%）

サークルやイベントの参加（立上げ含む) （24.3%）

講義に対する取り組み姿勢の改善 （36.8%）

アルバイトに対する取り組み姿勢の改善 （40.0%）

職業選択の柔軟性（選択の幅の拡大) （56.8%）

自信の獲得（成長実感および成長予感） （73.0%）

中小企業や仕事に対するイメージアップ （74.6%）
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参考資料：Ｇｕｔｓ修了生の意識の変化

「Ｇｕｔｓ」 が、学生の中小企業や仕事に対する
理解促進だけでなく、学生生活全般にも良い影響。

Ｑ.Ｇｕｔ’ｓ に参加後の変化は？
（複数回答可/２３３人のうち）

平成２３年～２５年度「中小企業魅力発見事業」修了生アンケート調査より
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